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獺の営轍kに関しては多数の研究灘よ…C研究さ　喉耀…と解酵等と・・1購について，195。｛防らユ954年

れ多くの報舗ある。霰た，獺のマ’レピギー1燃・に関　に1・1つて徽殖捕つた・鰯は・これ壕・の研獅裸伽

しては，清水　滋博士（1932・一・’43），石森颪入博士（1916．　　部即層幅柞蛋の1，ll然状熊における鴬ll謝！klこ関して報告す

’20），辻田）℃雄博；ヒ（1937），中111．1太郎ltl∫士（1935），そ　　る、⊃

の他卿院がこ励，その多融，形懲鋼財幾能，マルピ　　こ酬院韻施一拷・に当り，磁々猫黄に1伽された本

ギf・一氏管の内審物等に関して明らかにされている。しか　　　単助教授竹田　寛1’，［“：・ll：，田中一行氏，村日1鈴子氏および

し，柞蚕の営繭習憾と関連してのマルビギー氏管内容物　　　【1；轡根晴子氏に対し，霰た，実験柑料を1藤与下された長

の繭層に対する排泄等に関しては詳細な報告が見られな　　　梁予県輩粟試験場松本支場擾山崎　誠予博士に対して衷心よ

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り感謝の意を爽す為。

　柞蚕繭は極めて解衛が不三菱で繰糸量の少ないことは既　　　　家た，この研究の…・部は農林賓応用研究蜘によつて行

に知られているところである。而して，柞蚕繭の解傍が　　　われたものであり，ここに記して厚：く御礼申上げる。

不良の滋なる原因として考えられることは，（1）柞掻は

営繭にあたり羅外において櫟の葉を集めて外層を包み多　　　　　　　材料と方法

くは縦に営繭する為に繭麟が受ける光線の照射が不均分　　　　1。　実験に用いた材料は，畏野毎試松本支場より譲受

である。C2｝柞蚕は営繭の初期に繭柄を形成する。この　　　けた卵より卵靴した柞蚕を当栄部において飼育したもの

繭柄は象蚕繭には全く見られない。⑧柞寮は営繭中に　　及び荊安鋤郡；訂明村において畏野蚤試松本支場で節1育し

おいて略外層の吐糸を終了した時期に，マルピギー氏管　　　たものとを用いた。

内に醤積したカルシウム塩類，主として篠酸石灰の結晶　　　　2．柞蚤，営繭性の観察方法としては，鷹外において

等を繭層内に排泄して繭層を堅固にする。これらの原因　　　櫟を食藥している熟螢に近い蚕児を選び，条を静かにそ

によつて繭層に原薄またはその密度の分布に相違をきた　　　の基部より切断して飼育室に運び，水を入れた容器に挿

すものであると考えられる。この繭層の厚薄および繭層　　　して飼育し，熟蚕となつた蚕児について観察した。実験

申のカルシウム含貴等に関しては，その一部を既に公表　　　は雌雄各3頭宛について約3昼夜に亘り，終始観察を続

した（倉沢・田中1953）Q　　　　　　　　　　　　　　けた。

　本研究は，柞蚕繭の解舘を不良とする原因を究明する　　　爾，温湿度は嵐来る限り自然状態に保つように昼夜と

とともに，その営繭習性を人為的に改善することによつ　　　もに終始飼育室を開放した。但し，特別に温度を一定に

て角轄予の良好な柞蚕繭を褐る目的とともに，柞蚕におけ　　　する必要のある実験は，別のtsia験室を使1判した。

る営繭上の習性，マルピギー氏管内容物の排泄，柞蚕の　　　　3，　マルピギー氏管の内寄物蓄積状態については，5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢起蚕i，3111目，5日目，10　1，1目，12日闘（熟蛋期）の

　＊信州大単繊維学部　応用昆虫単研究室　　　　　　　　5圓について雌雄の蚕児を5－6頭解剖し，その状態に
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ついて調べた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表の結果によれば，食葉を停止し静止してから排

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞までのilsu1］は個体遊があり一概には云えないが8時間
　　　　　　　　実1験結果と考察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から9時聞内外であり，ξJll糞より排尿および排尿より歩

1・排糞および緋尿にっいて　　　　　　　　　　　　　　行を開始するまでの時間は慨ね30分億である。而して，

　熟蚕は食葉を中止し，上唇および下唇を静かに動かし　　　食葉を停止してから歩行を開始するまでの聞における静

乍ら静ILする。しばらく後に盛んに上唇および下麿な動　　　止職間の合計は，12時聞から1311寺間内外と考えられる。

かし，それまで枝i．に横たえていた胸部をもたげてそり　　　　また，排尿後から當繭場所を求めて営巣黛を形成する

返り，尾脚を枝から離して排鑓をなす。排糞後に極めて　　颪前即ち吐糸を開女台するまでの聞における歩行時間は・

少量排尿し・後，梢々多彙の1り［…尿を行い，その後も継続　　　5n寺間内外であると認められる⑪

して排尿を行うが，この排尿量は極めて少jl：である。而　　　　1，：1然状態における柞蚕の大部分が排尿する1晦刻1測1前

して排尿量は柞Tkの個体によつて差がある。いま，典型　　　8時から12時玄での4【【詐闘であつた。

的な排尿の状態はFig．1，に示すようである。　　　　　　　　2・　営巣袋の形成について

　次に工園の排尿時間および排尿量について雌雄別に調　　　　営繭J易所を求めて歩行していた蛋児は暫繭に適当な場

べた結果は第1表に示したとおりである。　　　　　　　　　　所即ち枝柴の率i聖i端近くの比較1「i勺に葉が轡烈三している部ラテ

　　第俵営繭前のI」㈱1・欄と排羅について　　　尋こ逮すれば・その鵬に・；陣て薩ちに騨1・淘二び腹脚特
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1．546　　の澱度は　　　　　’
　　　　25°Cで　　　た葉の間を丁寧に縦横に11ヒ糸し，相当程度吐糸すれll；－llE
I°861 Q．あ _，に繍・吐糸・・ある磁し燥喋籠月・・購・rl・・胸

1・146　　望～測糞は　　　脚で把握して，」体を斜めヒ方に曲げ葉縁徹奪i專1に罰寄

、17、灘慨　せ，上位にあ・1購・燃；、吐糺て麟させ，綿こ

，．、，8騙靴　袋状に縣する・そ嘱観は聯…ilし…］・び営勲

（9）i1・　実験巾　　　を停止した近くにある3葉或は4葉の葉面および隣接し

た。　　　　　の形成を始める。

1・6。・1　　吐糸に際喋脈特・・主騰の欄に…　v・・i・，・・尉る

・3頒外であり，1㈱坪均・．・9内外であつた。この結　る・営勲形月糠めの吐紺・最初・融，繭鷹とな

果から見れば，排尿劇および排尿量は燃によつて大　るべき音ll分翫糺，その後麟袋内で騰し鱗轍

差がないものと叛られる。　　　　　条の鋼1に向け，その周囲を・。数附紺る・その1塒
排尿を終つ燐児は購1、お。び尾部を下げて一購　「lnの融こ伴つて骸において菌鞭繭に附る蹴を

第壊によれ醐らかなように，1蹴。よつて差軸　細購が穣と激ら樋ところにおいては演ジ己は

るので一概には蹴ない醐尿に要する日柵評均撫　その部分を纈で噛棚蠣鰍とし，そこ｝・吐紺

静止一排糞麟一嘱掴隈歩行1静止劇歩行劇　営巣袋の形成を終了・た魏・そのr・1綿・り・、糊

・欄蒋繭時闘廟分喩1分を甫倣出哺糠噛る扇状綱して轍

止し，その後舗棚を求めて鋪する．餓を阯し　呈する部分（以下・この紛鰯犬部と呼ぶ）をilli・・19・に

概してから鱗麟より賜排尿より鋪齢ま　1°数附糸％・この醐に至れば営巣袋は騰號す
での醐について調べた結果は，第・数示したとおり　る・従つてこの’i犬齢贈鞭形伽ため喋難略終

である。　　　　　　　　　了し塒期であると叛られる・しカ・し，騨袋醐状
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吐糸部において未だ大きく開口している。
　　　第賑排糞，排尿瀞止および歩行ロ欄　　3．輔の形成につ、、て

　墨・塑⊥　　0・30　　0・28　．」2・48　　5・O鼠　　　糸を繰り返す。この吐糸のための前後運動の距離は，営

備考：表中の数字は雌雄各3頭宛，計6頭について調　　　巣袋の開口部から2・5cm内外であるが，その後，枝条に

　　　査した平均時間である・　　　　　そつて葡後に吐糸しながら繭柄の形凝開始する．この
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は，蜜蚕の場奮と同様である。

　次に，溺状部を前後に吐糸していた蚤児は，その前後　　　調　　盗

吐糸をrh止し，枝条の第1葉柄搬1・ll（便宜上，悔粟黛に　　　個体数

時期が第1圃の繭柄11／lr．糸の暗期である。この繭柄吐糸の　　　に入れ繭底となる部分を吐糸する。

場合における前後運動距闘llの最も便い場合は営巣袋の開　　　　その後，蚕児は繭腔内で反転し，繭の開口部の周辺を

口部より5cm内外であつた。而して，この前後吐糸の　　　吐糸し乍らそのま宏上半身を開口部よりむヒ1し，繭柄の扇

運動は三1三として胸部の伸縮によつて行われるが，顕部諸　　　状｝祁をi狗後に丁寧に吐搬し時開の経過とともに繭柄部か

器官の運動がE要な役割を果すことは勿論である。　　　　　ら放射状に，繭の開口部の上にitヒ糸し，やがて開口部を

　また，胸部を伸縮し褐る範1淵においては腹脚による体　　　閉豊する。

の移動は殆んど行われず腹脚は頂騰した窯ま吐糸する。　　　　以Lの関係について，その闇間を調べた結果1ま，第3

このことから柞螢が前後に吐糸する運動に対して胸部の　　　表に示すとおりである。

伸繍し褐る範囲は5cm内外であると考えられる。

　なお，吐糸運動に対して胸脚が大なる役捌を蘇乏すこと　　　　館8畿　悦栄袋・繭柄および繭願吐糸の1蘭且ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Ptt静pmwrt．ttUTny－■t

最も近い部分力ら枝条の9’M　ltGISに向い第1，第2～節3…　　　＿＿＿

鋼醜部とした）において　爵螂をf帳したまま謝・糸す　　1

る糸が枝条の製面で柏接するように藥栖恭部の鯛囲を左
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
右に10数圓吐糸する。

羅部を営職内に入れたまま繭1醐棚　を吐糸してい　　3

た蚕i児は，第1A柄雄部において左膚に10数回吐糸した　　　　　　4

後にはじめて腹脚なもブこげて前進し7醤巣袋より瀧い幽　　　　　5

して第1葉柄誌部より枝梨の基部に向つて随後1比糸をな
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至れば，再び左職’吐糸を行う。このような吐糸を繰り返

し乍ら漸次枝柴の基部に1喬コつて繭柄を形成する。しか　　　第3讃によれば，柞蚤は飼体魑が比較的多いので一一・iPi

し，繭柄形成のための前後および左冶吐糸の團数は，枝　　　には云えないが，熟蚕が歩行を鮮止してから営璽袋を形

条の基部に至るに従つて少くなることが観纂された。　　　　成するまでの時闇は概ね5聴間内外であり，営巣袋を形

　第1回の繭柄形成の吐糸を終了した蚕児は，頭部を枝　　成してから第1圓の繭柄形成の吐糸を終了するまでの時

条の基部に向けたま玄，繭柄形成のために箭進した距離　　　間は1時間内外，第1闘の繭柄吐糸終了から第1回の繭

の約1／3まで枝条の上を後退し，その位鷹で一挙に逆輯し　　層を吐糸するまでのflge聞は，多少の例外はあるが30分内

頭部を営巣袋に向けて酋進し，扇状部の開口部から営巣　　外で比較的短い。次に，第1園の繭層吐糸を糸冬了してか

袋内に入り繭ノ曹形成のための吐糸を開始する。　　　　　　ら第2圓の繭栖吐糸開始までのll春聞は1時闘内外と考え

　～定時間繭層を吐糸した蚕児は再び第2回閤の繭柄形　　　られる。また，第2隅の繭柄吐糸を終了して繭暦を吐糸

成のための吐糸を開始する。即ち，僅かに繭層を吐糸し　　　し，繭の聞口部を閉塞するまでの時間は，工一2瞬間内

た蚕児は繭腔内（外側は営巣袋に包まれている）から禺　　　外であると考えられる。

て，第1回の繭柄形誠のための吐糸を行つたと同様の方　　5．マルビギー一氏tw内審物の排泄についで

法によつて繭柄を形戚する。しかし，第2回目における　　　5齢の蚕児はその発育に伴つてマルピギー氏讐内に漸

吐糸は第1回目におけるそれに比較して，前後および左　　　次カルシウム塩類を欝積する。その状態はFig．2，3，

右吐糸運動ともに吐糸回数は少く，また繭柄の長さも短　　　4，5及び6に示したとおりである。即ち，5齢起蚕に

いQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おいてはマルピギー氏管内にカルシウム壌類は極めて少

4・繭層形成の吐糸について　　　　　　　　　　　　　　い（Fig．2．）が，5齢51ヨ1：傾よりその最は次第に増加

　繭柄の形成を終了して後退し，営巣袋中に胸部を入ix　　　し（Fig．　3．），5齢10町導および5齢12臼「田（熟顕期）に

、た蚕児は先ず繭柄に近い部分を吐糸し，次第に繭腔内部　　　おいてはマルピギー氏管内将にその屈曲部から下行管の

に向いS字状に吐糸し乍ら前進し上辮身を殆んど繭腔内　　　一部に亘り，カルシウム塩類で充満（Fig．4．及び5．）さ
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れるようになるoこの時期のマルピギ・一一氏管はFig．6に　　　　なお，柞蚕の鴬繭1馴生を人為的に変えることによつて

示したように多数の瘤状の隆起を生ずる。　　　　　　　　繭柄を形戒しない比較的解甜の」藁好な繭をf乍らせ孝1肥と

　マルピギー一氏管の内容物（カルシウム塩類）を繭層に　　　が出遡モたが，紙面の都合上これらの震野疹：結果け改めて発

排泄する時期は，営繭中において繭暦の略外層を吐糸し　　　表する予定である。

終つた時期であり，このカルシウム塩類を繭層の各部分

に点点と排泄する。而して，繭層に排泄されたカルシウ　　摘要

ム繍は継に輔層に灘野し次第蹴附る・このこ　柏・蚤囎鰍態に謝礪蘇1弼性に附破緊fナい，
とは繭層を竪圃にし，自然状態において繭中の蜥を保譲i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次の結果を得たo
する一つ筋法であると教られる・　　　　、．1鞭の醐1】1∫に浦る・　・剛｝・卿榊、剛‘」12一

次に・瀬が営繭醐亥｛1嘲厭カルシ払㈱をa」li　、3分，・1刺、ll尿、麗至は鞠1．69内外鵬り，9・1脚・ill剛

？iL－9一る齋の時鵬譜乱脚融により麟されe　Slた　｝ま揃嚇から12曝でのr㍑羅多く櫛れる．1貢沁

観のf固体によつても差がある醐糊始から蜥芽に”　て，その嚇臆び、1㈱聯にL，k、一、て焔漁v・も娩

ル蒔弧管内容物眺かレシウム鵬i酬滑る・ICで　雛ら樋。
の麟］について磁脚捌に調べた糸謀は讃事峡に肘　　2．撚は灘暁前に1蜂の欄近くに餐辣勲繊す

とS’s　1）である・　　　　　　　　　る謙蜜が餓をt、；L：Sltし騨難形成す礁での1・欄は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5時1間内外であるo

轍寓馨雛欝撫錨F氏管の　踊卿轍蜥文・燗・必欄櫛成・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo繭柄形戒のための吐糸運動は藥柄）融キllにおいては右1
雌塀1別

盤別
1

2

3

4　　1

5

雌

1縣脇
13．1Q

10。40

12．52

11．OO

15．05

雄

ll｛爵闇分

14．40

15．13

11．48

10．10

12．55

備　　考　　　右吐糸であり，漿柄と菓柄との間に象5いては前後吐糸な

行う。

調査崎1の漁度　　　　4・　繭ノ膏lkヒ糸の運動はS掌状である。弼して外層を吐

蟹謹c　糸・細瀕・・ルピギー氏管卵容物（・ルシ・噸

　　　　　　　　類，虫として篠酸石灰の結品）を繭懸に点々と排泄し繭

　　　　　　　　を堅圃にする。

　　　　　　　　　営繭開始から繭層にマルピギー氏管の内鱒物を排泄す

　　　　　　　　　る窪での時聞は，営繭開始から10～15時闇位の時期であ

　　　　　　　　　｝一一一’m’”一“”一一　　　…　　　　　一　　つた0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．　柞蚕が営繭に際し営巣袋および繭柄を形成するこ

第4裁よれば・マルピギP氏管内のカルシゥム騰　とと輔にマルピギー礁の内勲嚇泄掲こ講が
を外層に排泄する時聞は・温度が27～28°Cの条件におい　　　柞蚕繭の解爾を不良にする原因であると嚇えられる。

ては営繭開始から10－v15時間の時期であると考えられ

る。

　窪た，このマルピギー氏管内のカルシウム塩類は主と　　　　　　　　　　　5C　　　　献

して灘砥の繍であり，瀬期に近づくとその綿　（1）清麟、蚕試報．，8（3），、。3，－1。8（、932）

ヵ墾になつて管内を鋤する状態力期瞭に撚蘇る　〔・）＿，畷誌．，4〔、），・59．．．－161（、933）

（Fig．4．参照）。而して，繭屠にマルピギー氏管の内容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　一　　：蚕試幸艮．，　8（U），　525・’v538　（1934）

物を撚した後轡’ては，マ’レピギー贈内にカルシ　（・）＿，日酷，5（、），57　（、93、）

ウ£騨灘搬，一ギー氏管の内1：に鱗靴，1・，盤L、7。溜

容物を繭層陳排泄することは・柞蚕繭瀟融形r「k－S　（，）＿＿，蚕試報．，11．13〕，　（、943）

謙鷺驚欝臨篇欝礫蟹翼（・・朧人・一幸・・25（・・3）・　・・一…9・6．・

・。　　　　　　　　（・）一・蚕Xfi．・28｛溜：lll：lll（192・）
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（1⑦辻田光雄：蚕試報り9（2），97～122（1937）　　　nesting　i、　abQut　5　h。。rs，

（11）中田太郎：福岡蚕幸侵・，（3），1－27（1935）　　　　3．The　m・tured　silkw。m、　will　n。t　fail．t。　m、ke

働倉懸徳・附1一行・rl嬬・・22（2）・136（・953）．　・・t・1k・f・・c。。・・ft・・c・mpl・t・d・。esti。g，a，e．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　spinning　of　filame批　to　make　a　cocoon昌
　　　　　　　　　　　　　　　　Sttmmary
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stalk　is　done　in　a　lnotion　of　to　and　fro　at　the　base

　　The　writer　carried　out　the　studies　oll　the　　　　of　petioles　and　in　backward　aud　forward　lnotion

cQcooning　behavior　of　Anfhei・aea　pe〃¢yi　Gu盃RIN　　　　between　the　petioles．

　　

manatural　state　and　Qbtained　the　following　．　　　4．　The　spin且ing　of　the　cocoon＿layers　is　done

「esult・・　　　　　　　　　　　by・・igm・id　m・ti・・wh，n　the。。ter　lay，，、　have

　　1・Th・p・・i。d。f　tim・。f・…eti。・。f・・1・・　b・e・・p・・，　th・c・・t・・t・・f　M、lpiglLi、。　ves，el

b・f…spi・・i・g　the　c。・。・n　by　Anthe」’a・・勲ツ’　（cal・i・m・・lt，，、1、i。fly。，yst。1，。f　cal、ium

will　is　an　averag・。f　12　t・13　ml・ut・・，　　　　。xal・t・）・，e、p。，、dically，xc，et，d　i。t。　th，

　　The　av…g・w・ight・f・・i・e　exc・et・d　by　a　c。・。・n－1・yers　t。，t，ength，。　tl、e　c。，Q。。．

w°「mis　ab°ut　1・6gra・・P・・Q・・tim・・　　　　Th・tim・・p・・t　f・。m　the・t・漁9。f、pi。。i。9

The　tim・。f・・1・e　ex・・eti。・i・g・n・・ally　b・t－　t。　the　ex・・eti・・。f　th…。亡，。亡、。f　M、1pighi、。

wee”8and　12・・m・（・。…）・　　　　　　vess・l　i・t。　the・・t・・，。，。。n．lay，，、　is　b，tw，e。

　　There　is　no　clifference　between　tlie　male　and　　　　10　hours　and　15　hours．

fem・1・i・・pe・d・f　tiln・・f・…eti…　nd澱　　5．　The　w・it・・c。・・id，，s　that　the　st、1k。f。

amount　of　urine。　　　　　　　　　　　　　　　　　cocoon　and　the　excrereted　substance　of　Mal．

　　2・The　silkw・・m　m・ke・1…ti・g　case・…’　pighi・・vess・l　in，。、。。。．1、y，，、、，e　the　causes

the　e・d・f・・hQ。t　b・f…b・ild　its　c・・。・n．．　t・m・k・th・r・eli・gq・、1ityp。。，．

The　ti皿e　spent　in　non　feeding　allCl　finishing　a

図　版説　明

Fig・1・　営繭薗の排尿状態

Fig・2・マルピギー氏管のカルシウム塩類翻鰍態（5齢起蚕）

　　　　　　M…マルピギー氏管。以下同様　　　　　層

Fig．3．　　同＿ヒ　（5起冷5日目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Fig．4．　「司」：（5歯告10日臼）

Fig．5．　岡上（5齢12日目，熟蚕期）

Fig．　6．　マルピギー氏管内にカルシウム塩類が薔積され，・マルピ

　　　　　　　ギー氏管に瘤状の隆起を盈じた状態


